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諏訪中央病院増改築 八ヶ岳美術館彫刻鋳造の裏話
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●表紙写真／「訓練の成果いかんなく発揮」
　6月16日に原村消防団消防ポンプ操法大会
が、原小学校校庭で開催されました。開催直前
まで降っていた雨により、グランドの状態はよく
ありませんでしたが、選手の皆さんは、日頃の
練習の成果を発揮し、全力で技能を披露してい
ました。
　なお、ポンプ車操法の部は、第1分団第2機関
Ａチームが、小型ポンプ操法の部は、第2分団
第2機関Ａチームがそれぞれ優勝し、ラッパ隊
とともに、7月7日に行なわれた諏訪地区大会に
出場しました。

■人の動き
・人口 7,880人 （＋1） 　 　
・男 3,911人 （＋1） 　 　
・女 3,969人 （±0）　　  
・世帯数 3,036世帯 （＋2） 　　 
・転入13
・転出11
・出生3
・死亡4

平成25年6月末現在。
（　）内は前月比。
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諏
訪
中
央
病
院
を
増
改
築
し
ま
す

　

諏
訪
中
央
病
院
は
、
昭
和
61
年
に
２
０
０
床
の
病
院
と
し
て
移
転
新

築
を
行
い
、
平
成
10
年
の
大
規
模
増
改
築
工
事
に
よ
り
３
６
６
床
の
病

院
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
癌
化
学
療
法
の
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
整
備
し
な
が
ら
現
在
の
形
（
３
６
０
床
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
、
病
院
の
将
来
像
を
描
き
つ
つ
、
変
化
に
対
応
で
き
る
施
設
と
し

て
、
長
期
的
・
継
続
的
に
使
用
出
来
る
施
設
に
更
新
す
る
こ
と
と
、
機

能
変
化
に
伴
う
施
設
的
な
不
整
合
か
所
を
改
善
す
る
た
め
増
改
築
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
61
年
に
建
て
ら
れ
た
部
分
（
東
西
病
棟
、
放
射

線
部
、
検
査
部
、
内
科
・
外
科
系
外
来
等
）
は
、
建
築
後
30
年
近
く
経

ち
、
基
幹
設
備
の
抜
本
的
な
改
修
が
必
要
で
す
。

　

安
定
的
か
つ
持
続
的
に
医
療
提
供
を
続
け
ら
れ
る
良
好
な
療
養
環
境

と
、
有
能
な
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
・
育
成
に
よ
り
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
利

用
し
や
す
い
病
院
と
な
る
よ
う
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

更
衣
室
、
ベ
ッ
ド
周
り
の
環
境

整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
透
析

患
者
の
増
加
に
対
し
て
「
ほ
の
ぼ

の
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
連
携
し

て
対
応
し
ま
す
。

○
駐
車
場
の
整
備

　

1
台
あ
た
り
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

幅
を
2
.
25
㍍
↓
2
.
5
㍍
に
広

げ
ま
す
。
ま
た
、
駐
車
可
能
台
数

を
増
や
し
ま
す
。

③
ス
タ
ッ
フ
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
チ
ー
ム
医
療
に
取
り
組
め

る
職
場
環
境
の
整
備

○
執
務
環
境
の
改
善

　

職
員
増
に
対
応
し
、
適
正
な
職

員
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

○
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
人
材
育
成

　

医
療
の
質
の
維
持
・
向
上
の
た

め
、
教
育
、
研
修
が
出
来
る
よ
う

諸
室
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
・
初
期
〜
後
期
臨
床
研
修

医
・
看
護
学
生
の
実
習
を
実
の
あ

る
も
の
と
し
、
ふ
り
返
り
の
文
化

を
醸
成
す
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
と

し
て
の
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

④
増
改
築
の
計
画
と
今
後
の
流
れ

　

平
成
23
年
度
は
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
委
員
会
な
ど
で
職
員
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
契
約
し
た
設
計
業
者
と
全
体

的
な
構
想
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
、
新
た
な
設

計
業
者
と
各
部
署
と
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
改
め
て
行
な
い
、
基
本
設
計

を
ま
と
め
ま
し
た
。
議
論
を
進
め

ど
の
よ
う
な
病
院
に
な
る
の
か

■
基
本
姿
勢
■

○
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
医
療
の

　

提
供

○
医
療
・
介
護
施
設
と
の
緊
密
な

　

連
携

○
全
人
的
医
療
の
推
進
と
高
度

　

医
療
の
両
立

■
施
設
的
整
備
目
標
■

　

基
本
姿
勢
を
か
な
え
る
た
め

に
次
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

①
変
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
対

　
応
し
た
療
養
環
境
の
適
正
化

○
病
棟
の
病
床
数
削
減
と
再
編

　

介
護
度
の
高
い
患
者
さ
ん
や

複
数
の
疾
患
を
持
っ
た
患
者
さ
ん

に
、
き
め
細
か
な
看
護
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
１
病

棟
の
病
床
数
を
現
在
の
48
床
か

ら
40
床
前
後
に
減
ら
し
ま
す
。

○
救
急
体
制
の
強
化

　

急
患
室
を
整
備
し
ま
す
。
ま

た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整

備
し
、
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

（
信
州
大
学
）
ま
で
15
分
で
の
搬

送
を
可
能
と
し
ま
す
。

○
地
域
連
携
の
強
化

　

地
域
の
医
療
機
関
や
施
設
、
在

宅
と
の
連
携
を
円
滑
に
す
る
た

め
の
地
域
連
携
部
を
整
備
し
ま

す
。

○
ド
ッ
ク
健
診
部
門
の
強
化

　

健
診
部
門
の
充
実
を
図
り
、
疾

病
の
早
期
発
見
だ
け
で
な
く
、
運

動
指
導
な
ど
疾
病
予
防
に
も
努

め
ま
す
。

②
患
者
の
環
境
改
善
と
患
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

○
病
棟
の
再
編

　

現
在
の
10
病
棟
か
ら
11
病
棟

に
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
多
床
室

を
4
床
室
ま
で
と
し
、
個
室
希
望

者
の
要
望
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

個
室
数
を
増
や
す
、
相
談
・
討

議
・
面
談
室
を
整
備
す
る
な
ど
、

各
病
棟
の
環
境
を
改
善
し
ま
す
。

○
外
来
診
察
室
の
充
実
と
待
合

　
ス
ペ
ー
ス
の
整
備　
　

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
外

来
診
察
室
の
整
備
と
通
路
に
待

合
が
あ
る
現
状
の
改
善
を
行
い

ま
す
。

○
透
析
室
の
環
境
整
備

る
中
で
、
当
初
考
え
ら
れ
て
い
た

立
体
駐
車
場
は
造
ら
な
い
こ
と
に

な
り
、
現
在
は
、
実
施
設
計
の
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
25
年

秋
に
増
築
工
事
に
着
手
を
す
る

予
定
で
、
そ
の
後
、
順
次
改
修
工

事
を
行
い
な
が
ら
平
成
29
年
4

月
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

問　

諏
訪
中
央
病
院　

電
話
72

－

１
０
０
０

完成予定図

フロア構成計画図

　

八
ヶ
岳
美
術
館
で
は
清
水
多
嘉

示
の
遺
族
よ
り
、
新
た
に
60
点
の

石
膏
像
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
平
成
26
年
3
月

30
日
ま
で
、
特
集
展
示
『
清
水
多

嘉
示 

石
膏
像
の
魅
力
』
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
展
示
に
関
連
し
て
、

5
月
25
日
に
開
催
し
た
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
の
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。
当
日
は
、
清
水
多
嘉
示
の
彫

刻
の
鋳
造
を
一
手
に
担
っ
て
き
た

岡
本
美
術
鋳
造
研
究
所
（
東
京

都
）
の
岡
本
猛
次
さ
ん
に
、
ブ
ロ
ン

鋳造工程
～ブロンズ像ができるまで～

ズ
鋳
造
の
プ
ロ
セ
ス
や
清
水
多
嘉
示

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
お
話
し
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

清
水
多
嘉
示
と
の

　
　
　
出
会
い
と
作
品
鋳
造

（
岡
本
さ
ん
の
講
演
よ
り
）

　

「
祖
父
の
代
か
ら
、
父
、
私

と
3
代
に
わ
た
っ
て
清
水
先
生

の
作
品
を
鋳
造
し
て
き
ま
し

た
。
私
が
こ
の
仕
事
に
つ
い
た

の
は
、
八
ヶ
岳
美
術
館
が
で
き

る
３
、
４
年
前
か
ら
で
す
。
初

め
は
鋳
造
で
は
な
く
、
鋳
造
後
の
仕

上
げ
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
の

で
、
こ
の
美
術
館
に
並
ん
で
い
る
新

し
く
鋳
造
し
た
作
品
の
仕
上
げ
に
は

ほ
と
ん
ど
私
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
清
水
先
生
が
う
ち
に
作

品
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、『
み
ど
り

の
リ
ズ
ム
』
（
1
9
5
1
年

作
）
の
少
し
前
か
ら
で
す
。
こ

の
像
は
、
普
通
の
彫
像
と
違
っ

て
「
地
山
」（
像
を
安
定
さ
せ

る
た
め
、
岩
や
台
に
な
っ
て
い

る
部
分
の
ブ
ロ
ン
ズ
）
が
あ
り

ま
せ
ん
。
バ
レ
リ
ー
ナ
の
足
先
4
点

を
直
接
台
の
石
に
設
置
し
、
さ
ら
に

二
人
の
足
の
交
差
部
分
を
接
合
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
の
鋳
物
屋

さ
ん
で
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
祖
父
は
原
型
を
見
て
『
で
き

る
』
と
言
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
以

来
信
頼
を
置
い
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う

で
す
。
」

鋳
造
工
程

　

ま
た
、
鋳
造
工
程
に
つ
い
て
も
、

左
記
の
よ
う
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
大
き
さ
に
も
よ
り
ま
す

が
、
小
品
で
も
鋳
造
に
は
全
行
程
で

2
週
間
ほ
ど
か
か
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
ブ
ロ
ン
ズ
は
鋳
造
す
る
た
び
に

新
た
に
型
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

残
念
な
が
ら
岡
本
美
術
鋳
造
研
究

所
は
2
0
1
1
年
に
閉
所
と
な
り
、

今
で
は
写
真
で
鋳
造
所
の
様
子
を
知

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
清
水
彫
刻
の

裏
に
は
、
こ
う
し
た
歴
史
あ
る
技
術

が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　

お
な
じ
み
の
作
品
に
も
こ
う
し
た

鋳
造
者
の
苦
労
や
職
人
技
が
隠
さ
れ

て
い
ま
す
。
八
ヶ
岳
美
術
館
を
は
じ

め
村
内
の
清
水
多
嘉
示
の
彫
刻
を
、

こ
の
機
会
に
じ
っ
く
り
と
見
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※日本の伝統的な砂型（真土型）鋳造法の工程

①石膏像を前と後ろ半分
ずつに分けて真土（まね・
非常に細かい土でできた
粘土）で型どりします。真
土の水分は瓦を置いて吸
わせます。

③型の強度を保つため、
型に合わせて曲げた芯金
を入れます。

④前と後ろ、2つ
の外型ができま
した。

⑤ブロンズ像の中は空洞にする必要がある
ので、「中子（なかご）」を作ります。粘土を
均一にのばし、型にひいて砂・土・芯金で中
型をつくります。後で、型にひいた粘土を取
り除き、ここに溶けた地金
を流し込みます。

②鼻の部分や耳などひっかかって鋳造が
難しい部分は、あ
らかじめ「よせ」
という抜ける勾配
で別に型をとって
おきます。

⑥前と後ろの型を合わせ、中型を作りま
す。

⑦型を地面に
埋め込み、溶
かしたブロン
ズを流し込み
ます。
 

⑧鋳込みが完了しまし
た。仕上げにバリを取り、
色を整えて仕上げます。

八ヶ岳美術館　

彫刻鋳造の裏話

やすらぎの丘
ふれあいの里

岡本美術鋳造研究所
（岡本猛次さんは後列右から二番目の小さな男の子）



生
態
系
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
物
の
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
村
内
に
、
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ
、
ア
レ
チ
ウ
リ
」
が
繁
茂
し
て
い
ま
す
。

　
在
来
の
生
態
系
を
守
る
た
め
に
、
駆
除
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
　
建
設
水
道
課
環
境
係
　
電
話
79
ー
７
９
３
３
（
直
通
）

※

写
真
は
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ
の
つ
ぼ
み
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有害自動販売機ＮＯ運動

2013  072013  07

～子どもの安全を守るために大人が知ることから～

青少年に有害な自動販売機
　　　　　　運動をすすめようＮＯ
有害自動販売機とは？

原村教育委員会　原村青少年健全育成協議会

有害自動販売機
　   ３ない運動の実践
設置させない
　　　利用しない
　　　　　　放置しない

有害自動販売機は昼夜を問わず、青少年
が気軽に利用できてしまいます。

自分で守る、家族で防ぐ。
「出会い系サイト」の被害対策

出会い系サイトは
３つの「しない」を守ろう

見ない
　 書き込まない
　　　 絶対に会わない
出会い系サイトの被害者は、中・高
校生の女子がほとんどです。

　青少年の性的感情を刺
激したり、粗暴性・残虐性
を誘発又は助長するな
ど、その健全な育成を阻
害するおそれのある有害
図書類（雑誌、ビデオ、ＤＶ
Ｄなど）や有害がん具類
（いわゆる「おとなのおも
ちゃ」など）を収納した自
動販売機です。

子どもに携帯電話を持たせる際は、「連絡のため」「所在確
認のため」など目的を子どもに理解させましょう。
使い方によっては有害サイトや悪意のある人と接触する危険
性が潜んでいることを伝え、有害情報に対する危機意識を
持たせ、トラブルに巻き込まれたり、トラブルを起こしたりす
ることのないよう｢責任感」を自覚させましょう。

子どもたちは、携帯電話を次のような使い方もしています。
　●学校内外を問わず友達とのメールのやりとり
　●掲示版やスレッドの読み書き、プロフやブログを見る
　●ゲームサイトで遊ぶ

子どもに見せるのが好ましくないネット上の有害サイトを一
定の基準で判断し、閲覧を制限するサービスです。
子どもの年齢や家庭の方針に合わせて活用形態を選択する
ことができます。能力や年齢、利用目的に応じて環境を整え
てあげましょう。

携帯電話やパソコンの利用について下記の例を参考に家庭の中での
ルールを作ってみてはいかがでしょうか。
●利用料金、使い方を決める　　 ●夜の利用時間を決める
●携帯利用は学校の規則を守る　●個人情報や悪口を書き込まない
●迷惑メールは無視する　　　　●困ったときは親に相談する

 ●情報モラルを守ること 

 ●携帯電話によるネットの利用実態 ご存じですか？  

   

 ●家庭でのルールづくり 保護者が利用状況を把握する  

特定外来生物の駆除

安心インターネット

■
特
定
外
来
生
物
と
は
？

　

も
と
も
と
そ
の
地
域
に
い

な
か
っ
た
の
に
、
人
間
活
動

に
よ
っ
て
他
の
地
域
か
ら

入
っ
て
き
た
生
物
の
こ
と
を

外
来
生
物
（
外
来
種
）
と
い

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
生
態

系
等
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
定

外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等

に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
「
特
定
外
来

生
物
」
と
し
て
指
定
し
、
飼

養
・
栽
培
・
保
管
・
運
搬
・

輸
入
・
譲
渡
等
を
原
則
禁
止

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
村
内
に
特
に

繁
茂
し
て
い
る
植
物
の
特
徴

と
駆
除
方
法
を
紹
介
し
ま

す
。
次
の
方
法
を
組
み
合
わ

せ
て
、
特
定
外
来
生
物
の
駆

除
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

　

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
キ
ク

科
の
多
年
草
で
、
５
月
か
ら

７
月
頃
に
か
け
て
黄
色
い
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
繁
殖
力
が

強
く
、
在
来
の
植
物
を
駆
逐

す
る
な
ど
の
悪
影
響
を
与
え

る
恐
れ
が
あ
る
植
物
で
す
。

▲群生しているオオキンケイギク

オ
オ
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ

　

７
月
か
ら
９
月
頃
に
か
け

て
、
黄
色
く
細
長
い
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
花
弁
は
10
〜
14

枚
で
、
や
や
垂
れ
下
が
っ
て

お
り
、
葉
に
は
毛
が
生
え
、

触
る
と
ざ
ら
つ
き
ま
す
。
草

丈
は
50
㌢
〜
３
０
０
㌢
。

　

道
端
、
荒
地
、
畑
地
、
河

川
敷
、
湿
原
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
に
生
育
し
、
在
来
植

物
の
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▲オオハンゴウソウの花

ア
レ
チ
ウ
リ

　

ウ
リ
科
の
植
物
で
、
キ
ュ

ウ
リ
や
ス
イ
カ
な
ど
と
同
様

に
長
さ
数
㍍
〜
十
数
㍍
の
ツ

ル
を
伸
ば
し
ま
す
。
こ
の
ツ

ル
で
他
の
植
物
に
覆
い
か
ぶ

さ
り
、
そ
の
植
物
の
成
長
を

妨
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
繁
殖
力
が
旺
盛

で
、
そ
れ
ま
で
多
様
な
植
物

が
生
育
し
て
い
た
場
所
が
ア

レ
チ
ウ
リ
に
覆
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
花
期
は
８
月
か
ら

10
月
頃
。

　

ア
レ
チ
ウ
リ
の
繁
茂
に
よ
っ

て
、
希
少
な
植
物
が
生
育
環
境

を
奪
わ
れ
た
り
、
多
様
な
植
物

や
動
物
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い

た
生
態
系
が
破
壊
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

▲繁茂したアレチウリ

駆　除　方　法
　●手による抜き取り…
　　　　効率はよくありませんが、確実に駆除ができます。
　●草刈り機による刈り取り…
　　　　繁殖を防止できます。ただし、根絶はできません。
　●除草剤の使用・・・
　　　　根まで枯死可能ですが、生態系への影響があります。
　　　　除草剤を使用する際は、近隣農地等へ影響がないよう
　　　　配慮をお願いします。

●フィルタリング（有害サイトアクセス制限サービス）の活用
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